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今
年
度
も
県
副
会
長
、
村
山
ブ

ロ
ッ
ク
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
中
村
恒
一
元

会
長
の
二
年
間
、
鈴
木
隆
一
前
会

長
の
三
年
間
に
続
き
今
年
度
で
六

年
目
と
な
り
ま
す
。

　
「
山
形
県
倫
理
法
人
会
は
目
標
未

達
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
」を
合

言
葉
に
順
調
に
成
長
し
て
き
た
山

形
県
倫
理
法
人
会
で
し
た
が
昨
年

度
は
会
の
歴
史
上
初
め
て
目
標
未

達
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
期
日

最
後
ま
で
諦
め
ず
全
部
の
単
会
が

活
動
し
た
こ
と
が
、
し
っ
か
り
と

今
年
度
に
繋
が
っ
た
こ
と
は
ま
ち

が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

五
十
嵐
慶
三
新
会
長
の
活
動
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
や
る
も
・
や
ら
ぬ
も
、

全
て
は
、
己
が
主
役
！
」を
基
本
に

す
え
て
、
村
山
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し

て
次
の
こ
と
を
実
践
い
た
し
ま
す
。

①
村
山
ブ
ロ
ッ
ク
の「
地
域
性
」や

「
こ
れ
ま
で
の
経
過
」を
考
慮
し
て

「
今
必
ず
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
」を
最
優
先
し
て
普
及
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
村
山
ブ
ロ
ッ
ク
各
単
会
ご
と
に

「
具
体
的
な
策
」を
立
案
し
、ブ
ロ
ッ

ク
内
単
会
の
交
流
を
深
め
普
及
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
村
山
ブ
ロ
ッ
ク
の
良
さ
、
村
山

ブ
ロ
ッ
ク
と
の
関
わ
り
合
い
か
ら

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
拡
充
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
「
明
朗
」「
愛
和
」「
喜
働
」
の
実
践
に

よ
り
、
己
が
主
体
と
な
り
、
明
る
い
心

で
接
し
、
全
て
を
明
る
く
和
や
か
で
、

ゆ
る
ぎ
な
い
家
庭
を
築
き
、「
夫
婦
合
一
」

「
事
業
繁
栄
」
全
て
を
成
就
さ
せ
、
朗
ら

か
な
世
の
中
を
創
造
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
山
形
県
倫
理
法
人
会
は
、
2
年

前
に
設
立
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

常
に
私
た
ち
は
、
日
本
の
未
来
を
見
据

え
な
が
ら
、
立
つ
位
置
を
考
え「
山
形
県

ら
し
さ
」
を
合
言
葉
に
、
コ
ツ
コ
ツ
と

夢
は
さ
ら
に
ひ
ろ
が
り

わ
れ
ら
の
未
来
へ
と
繋
が
る

山
形
県
倫
理
法
人
会　

会
長　

五
十
嵐 

慶
三 

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
今
年
度

ま
た
ま
た
、
副
会
長
と
い
う
大
役

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
私

で
…
と
思
い
な
が
ら
も
何
か
の

各
単
会
同
志
協
力
し
合
っ
て

明
る
く
、
楽
し
く
、
仲
良
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

伊
藤 

み
よ
子

Message
新しい顔で
新年度が始まりました

平成26年度 会長・副会長挨拶

今
、必
ず
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
を
最
優
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

伊
藤 

明
彦
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誰
か
の
お
役
に
た
て
れ
ば
う
れ
し

い
と
思
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
庄

内（
酒
田
、
鶴
岡
、
庄
内
中
央
）

3
単
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
い
う
責

任
あ
る
役
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
目
標
に

「
1
0
0
割
れ
の
単
会
を
な
く
そ

う
！！
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
各
単
会

同
志
協
力
し
合
っ
て
明
る
く
、
楽

し
く
、
仲
良
く
や
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
土
台
の
役

員
の
組
織
を
し
っ
か
り
固
め
て
い

く
こ
と
。
役
員
と
の
関
係
を
密
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
与
え
ら
れ
た
役

に
真
剣
に
取
り
組
め
る
よ
う
フ
ォ

ロ
ー
す
る
。
私
の
最
初
の
仕
事
は

ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
さ
ん
の
訪
問
か

ら
始
め
ま
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
山
形
県
倫
理
法
人
会
の
副
会
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
が
、
任
の

重
さ
を
痛
切
に
感
じ
て
お
り
ま

す
。
私
自
身
、
他
の
役
職
も
非
常

に
多
く
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

事
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
出
来

る
限
り
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

私
の
役
割
と
し
て
、
副
会
長
と
同

時
に
置
賜
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し
て
の

役
割
が
あ
り
ま
す
。
4
つ
の
単
会

が
連
携
を
深
め
、
切
磋
琢
磨
を
し

な
が
ら
も
協
力
し
あ
っ
て
単
会
の

発
展
に
一
歩
づ
つ
前
進
出
来
る
よ

う
寄
与
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
為
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
会

合
を
充
実
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
楽
し
い
事
業
計
画

を
し
て
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
人

の
交
わ
り
を
つ
く
り
、
ブ
ロ
ッ
ク

と
し
て
の
輪
を
広
げ
て
い
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
向
け

微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

着
実
な
歩
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

会
員
数
も
1
6
0
0
社
を
超
え
ま
し
た

が
、
山
形
県
の
母
な
る
川「
最
上
川
」
流

域
を
ほ
ぼ
網
羅
す
る
形
で
、
14
箇
所
の

単
位
法
人
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
を

活
か
し
な
が
ら
、
活
動
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
全
国
の
倫
友
の
仲
間
と
の
お

付
き
合
い
も
増
え
、
山
形
県
人
と
し
て

の
人
柄
、
名
産
品
、
等
々
、「
山
形
県
の

皆
さ
ん
は
本
当
に
羨
ま
し
い
」こ
の
よ
う

な
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

震
災
以
降
、
我
々
の
東
北
エ
リ
ア
は
、

多
く
の
苦
難
と
、
い
ま
だ
進
ま
ぬ
復
興
の

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は「
大
規
模
自
然
災
害
」
等
々
が

追
い
打
ち
を
か
け
、
生
活
を
脅
か
し
、

突
然
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
増
え

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、「
人
と
し
て

の
活
き
方
」
を
再
考
す
べ
く
、
活
動
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、「
や
る
も
・
や
ら
ぬ

も
、
全
て
は
、
己
が
主
役
！
」と
い
う
活

動
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
山
形
県
は
も

と
よ
り
、
東
北
全
体
が
一
つ
に
な
っ
て

「
日
本
創
生
」
に
向
け
、
大
き
な
山
場
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。
大
自
然
か
ら
学
ぶ

「
感
性
」
は
、
人
類
共
通
の
学
び
の
原
点

で
あ
り
、
培
わ
れ
た
文
化
に
対
す
る
思

い
や
、
目
指
す
方
向
や
る
べ
き
こ
と
は

同
じ
で
あ
り
ま
す
。

　

丸
山
敏
雄
先
生
は
、
幼
少
期
に
父
親

か
ら
云
わ
れ
た「
信
を
取
れ
！
」
と
い
う

一
言
が
、
脳
裏
に
刻
ま
れ
、
人
間
の
生

活
法
則
で
あ
る「
純
粋
倫
理
」
を
発
見
、

唱
導
、
大
き
な
人
生
航
路
の
方
向
転
換

を
図
ら
れ
た
方
で
あ
ら
れ
ま
す
。「
い
の

ち
・
共
歓
！
」
創
始
者
の
想
い
に
学
び
、

県
内
そ
れ
ぞ
れ
の
単
会
の
会
長
さ
ん
を

中
心
に
、
会
員
一
同
、
倫
理
実
践
を
通

し
て
着
実
に
成
長
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

連
携
を
深
め
、切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
も

協
力
し
て
単
会
の
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

和
田 

廣
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幹
事
長
の
立
場
は
、
五
十
嵐
慶
三

第
9
代
山
形
県
倫
理
法
人
会
長

の
指
示
の
も
と
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
も
し

く
は
各
単
会
会
長
、
各
委
員
会
委
員
長

を
掌
握
す
る
。
ま
た
、
当
会
活
動
の
方

針
を
具
現
化
す
る
と
共
に
普
及
目
標
達

成
の
推
進
者
で
あ
り
ま
す
。

　
倫
理
研
究
所
法
人
局
の「
企
業
に
倫
理

を　
職
場
に
心
を　
家
庭
に
愛
を
」を
活

動
理
念
と
し
て
、
堅
固
な
倫
理
法
人
会

を
構
築
す
る
こ
と
、
ま
た
、「
拡
充
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲
げ
た
3
年
計
画
の
2

年
目
に
当
た
る
今
年
度
も「
日
本
創
生
」

10
万
社
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
体
制
の
構

築
を
目
指
す
と
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年

度
山
形
県
倫
理
法
人
会
活
動
方
針
に
則

り
、
県
内
14
単
会
の
活
性
充
実
を
最
優

先
に
各
種
活
動（
今
年
度
は
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
の
活
用
）を
展
開
し
ま
す
。

　

①
個
々
の「
人
」
と
し
て
は
、
実
践
力

の
強
化
に
よ
り
事
業
、
家
庭
、
地
域
社

会
に
良
い
影
響
を
与
え
る「
人
づ
く
り
」

②
組
織
の「
形
」
と
し
て
は
、
信
頼
あ
る

絆
づ
く
り
と「
正
倫
理
法
人
会
の
資
格
で

あ
る
1
0
0
社
の
維
持
及
び
復
帰
」 

③
活

動
の「
内
容
」
と
し
て
は
、「
純
粋
倫
理

学
習
の
充
実
・
深
化
と「
使
命
感
の
進
化
」

で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
会
員
の
皆
様
よ
り

倫
理
指
導
を
受
け
て
頂
き
、
実
践
し
て
、

自
己
革
新
の
倫
理
体
験 

②
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
活
力
朝

礼
の
普
及 

③
幹
部
研
修
の
充
実
、
富
士

研
の
受
講
で
す
。

Message
新しい顔で
新年度が始まりました

平成26年度 幹事長挨拶

　

こ
の
秋
、
神
宮
で
式
年
遷
宮

が
執
り
行
わ
れ
、
国
も
人
も
共

に
若
返
り
ま
し
た
。
同
じ
く
こ

の
秋
、
山
形
県
倫
理
法
人
会
で

も
す
べ
て
が
清
ら
か
に
新
た
ま

り
、
若
返
り
ま
し
た
。

　

三
年
間
の
旧
体
制
で
生
じ
た

ゆ
が
み（
不
自
然
な
心
、
無
理

な
行
い
）
を
取
り
去
り
、
純
な

心
で
決
意
し
、
軽
や
か
な
行
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。
と
て
も
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

私
は
県
相
談
役
と
法
人
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
大
事
な

お
役
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ま
に
こ
れ
ま
で
の
ご
恩
返

し
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
後
は
純
粋
倫
理
を

も
う
一
度
正
し
く
学
び
直
し
、

自
分
の
新
た
な
実
践
体
験
も
加

え
て
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
県
外
に

行
っ
て
学
ん
だ
優
れ
た
単
会
経

営
事
例
を
県
内
の
み
な
さ
ま
に

お
伝
え
し
、
逆
に
県
内
事
例
を

県
外
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
う
れ
し
い
、
あ
り

が
た
い
、
お
役
に
立
ち
た
い
」

の
心
で
喜
働
し
続
け
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

す
べ
て
が
新
し
く

清
ら
か
に

法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー　

鈴
木 

隆
一 

鈴
木
前
会
長
か
ら
の
エ
ー
ル

所
信
表
明

新
体
制
へ
向
け
て
の
抱
負

山
形
県
倫
理
法
人
会　

幹
事
長　

原 

行
雄 
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平
成
26
年
度 

山
形
県
倫
理
法
人
会

県
役
員
紹
介

［
会
長
］

五
十
嵐 
慶
三

（
株
）竹
原
屋
本
店

［
副
会
長
］

和
田 

廣

（
株
）三
陽
製
作
所

［
名
誉
会
長
］

本
間 

利
雄

本
間
利
雄
設
計
事
務
所

［
副
幹
事
長
］

高
橋 

進
一

（
株
）さ
く
ら
野

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

［
副
幹
事
長
］

土
屋 

和
浩

大
場
印
刷（
株
）

［
副
事
務
長
］

今
田 
早
百
合

今
田
早
百
合

行
政
書
士
事
務
所

［
監
査
］

菅
原 

勝
安

（
株
）グ
ロ
ー
バ
ル
マ
シ
ー
ン

［
監
査
］

小
島 

勤

（
株
）小
島
洋
酒
店

［
相
談
役
］

三
浦 

孝
太
郎

（
株
）三
浦
板
金
製
作
所

［
相
談
役
］

熊
谷 

眞
一

（
株
）シ
ベ
ー
ル

［
相
談
役
］

近 

清
剛

（
株
）三
奥
屋

［
相
談
役
］

中
村 

恒
一

（
株
）マ
ル
ナ
カ
中
村
商
店

［
相
談
役
］

鈴
木 

隆
一

（
株
）で
ん
六

［
副
会
長
］

伊
藤 

明
彦

（
株
）伊
藤
製
作
所

［
幹
事
長
］

原 

行
雄

（
有
）は
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

［
副
会
長
］

伊
藤 

み
よ
子

（
株
）ひ
ま
わ
り

［
事
務
長
］

伊
藤 

明
彦

伊
藤
公
認
会
計
士
事
務
所

［
委
員
長
］

相
田 

晃
輔

相
田
建
設（
株
）

［
副
委
員
長
］

島
貫 

利
春

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
・
島
貫

［
委
員
長
］

西
塚 

誠
一

（
株
）明
友

［
副
委
員
長
］

髙
橋 
勝
幸

高
橋
畜
産
食
肉（
株
）

［
委
員
長
］

池
田 

知
之

（
有
）サ
ン
ジ
ン

［
副
委
員
長
］

佐
藤 

正
廣

（
有
）佐
藤
正
栄
堂

［
委
員
長
］

木
村 
健
彦

（
株
）木
村
醤
油
店

［
副
委
員
長
］

柴
田 

津
與
志

柴
田
原
料（
株
）

［
委
員
長
］

菅
野 

美
奈
子

Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
企
業
組
合

［
副
委
員
長
］

五
十
嵐 

久
仁
子

（
株
）フ
ロ
ッ
ト

［
委
員
長
］

安
藤 

政
則

（
株
）安
藤
組

［
副
委
員
長
］

中
村 

勝
義

（
株
）中
村
勝
義
建
築
事
務
所

［
委
員
長
］

土
屋 

玲
子

（
株
）ハ
イ
テ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

［
副
委
員
長
］

齋
藤 

陽
恵

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険（
株
）

山
形
エ
リ
ア
山
形
第
一
支
部

普
及
拡
大
委
員
会

会
長
・
幹
事
長
と
心
を
ひ

と
つ
に
し
、
普
及
拡
大
を

推
進
。「
今
年
は
山
形
県

倫
理
経
営
塾
の
立
ち
上
げ

準
備
活
動
を
行
い
ま
す
」

朝
礼
委
員
会

職
場
朝
礼
の
活
性
化
を
推

進
。「
朝
礼
基
本
マ
ス
タ
ー

研
修
を
通
し
て
、
活
力
朝

礼
実
施
企
業
の
増
大
を
目

指
す
」

青
年
委
員
会

若
手
経
営
者
、
後
継
者
を

対
象
と
し
た
活
動
を
充

実
。「
山
伏
修
行
体
験
塾
の

実
施
「
冬
の
富
士
研
、
夏

の
山
伏
」
を
合
言
葉
に
」

M
S
委
員
会

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の

活
性
化
を
推
進
。「
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
研
修
会

を
開
催
と
14
単
会
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

広
報
委
員
会

倫
理
法
人
会
の
広
報
活
動

を
推
進
。「
広
報 

最
上
川

を
11
月
・
1
月
・
4
月
・
7

月
に
発
行
い
た
し
ま
す
」

研
修
委
員
会

各
種
研
修
の
活
性
化
を
推

進
。「
幹
部
研
修
出
席
目

標
必
達
、
富
士
高
原
研
修

所
経
営
者
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

成
功
へ
」

女
性
委
員
会

女
性
会
員
を
対
象
と
し
た

活
動
を
充
実
。「
講
演
会
と

女
性
が
意
見
交
換
が
で
き

る
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
ラ
ン

チ
会
を
開
催
」
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新庄最上倫理法人会
「今繋がっている人との絆を大切に会員の親睦を図る」「MSの
参加数増に向け企業訪問」「魅力有るMS参加しやすい環境作り」

「役員朝礼の役割変えで新鮮な環境を」を方針に掲げました。

会長 田中 栄造

専任幹事 中鉢 義邦

副会長 荒川 英利

事務長 竹田 正弥

副会長 伊藤 寿一

山形市倫理法人会
明るく元気に笑顔を大切にし、楽しい集まりにしたい。特に
MSをもう一段活性化するべく「明るく元気に笑顔で参加」「入
りやすく楽しい会場」「講師選定は早め早めに」を心がけます。

天童市倫理法人会
活動理念「実践を喜び、実践者を増やし、心の通う仲間作りへ」、
活動スローガン「素直に実践してみよう。その飛躍は自分自
身である」、基本方針「天童らしく、原点回帰」を実践します。

寒河江市倫理法人会
実践の為の道場として地域発展に貢献すべく、MSの充実（楽
しく明るい、人の魅力、朝起き実践の場）、活力朝礼（朝礼研
修の実施、活力朝礼の推奨）、イブニングセミナーを実施します。

山形市中央倫理法人会
「元気なMSで皆んなが元気に」をモットーとし役員朝礼20名以上MS

参加社50社70名を目標。役員全員の参加を目指しMS会場を「元気力」
に各委員会活動をマメにしてコミュニケーションアップを図ります。

会長 小松 幸弘

会長 水沢 正志

会長 海野 晋会長 布施 富將

事務長 佐藤 啓

専任幹事 斉加 義三

事務長 菅田 吉廣専任幹事 松田 浩

副会長 岩見 信弘

副会長 加賀 善雄

副会長 杉沼 清二副会長 新田 裕之

事務長 柴田 和善

事務長 髙橋 順弘

専任幹事 佐藤 敬一

副会長 斎藤 眞

山形市蔵王倫理法人会
エリア別会員訪問による退会防止を柱に、MS、倫理経営講演会
等を通じて倫理の魅力を体験して頂き「参加して良かった」と感動
してもらえるよう、役員連携し広報誌等でMSの魅力をPRします。

会長 板垣 喜代志

専任幹事 鈴木 重幸

副会長 横澤 清治

事務長 金田 雄介

副会長 佐藤 靖之

専任幹事 小松 健一副会長 市村 清勝

北村山倫理法人会
北村山地域になくてはならない単会になる為、地域の皆様に知っ
てもらう。MSは地域の寺子屋となるべく充実させ、会員の方に
お送りする「ハガキ作戦」も継続します。目指せ！明朗日本一！

会長 早坂 幸起

専任幹事 武田 博志

副会長 奥山 康博

事務長 菊地 仁士

副会長 奥山 浩哉

北村山倫理法人会

山形市倫理法人会
天童市倫理法人会
寒河江市倫理法人会
山形市蔵王倫理法人会

上山市倫理法人会

山形市中央倫理法人会

 私たちが各単会で

おもてなし
 いたします

平成26年度 山形県倫理法人会

単会四役のご紹介
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上山市倫理法人会
全会員企業に私会長が年一度必ず訪問し、フェイスツーフェイスを基底にし
た運営を展開します。また未会員企業をお誘いしたくなる魅力ある経営者モー
ニングセミナーを実践し上山市に無くてはならない教育団体を目指します。

会長 晋道 純一

専任幹事 谷江 正照

副会長 堺 健一郎

事務長 荒井 幹雄

副会長 田島 誠一

酒田市倫理法人会
「役員朝礼の更なる充実1割UP」「MS出席者40社50人目標」
「拡充目標170社」「MSや様々な行事を通じて生涯の友人を作
る」。自分自身に磨きをかけ役員間の信頼関係を厚くします。

会長 木田 昭三

専任幹事 佐藤 英夫

副会長 堀 豊明 副会長 山本 隆

事務長 佐藤 清和

米沢市倫理法人会
131社達成を誓って「役員朝礼の充実」「毎月1社の入会企業」「退
会者を最小に」。会員企業をまわり倫理の理解を促進、MS出席
を依頼。役員の意思疎通を図り明るく楽しい運営を目指します。

会長 石井 輝雄

副会長 齋藤 千恵子

副会長 中村 恵一

専任幹事 宮下 徹 事務長 村山 順弥

副会長 我妻 悦雄

鶴岡市倫理法人会
目的「倫理活動を通して地域の活性化に貢献する」。「参加する
ことが楽しくなるMS、役員がおもてなしの心で出迎える」「35
社40名MS参加」「役員研修参加20名以上」を目標に成長します。

会長 栗本 正幸

専任幹事 荻原 拓哉

副会長 佐藤 裕宣

事務長 佐藤 純子

副会長 伊藤 久美

長井市倫理法人会
研修を通して地域の皆様に広く理解して頂き、実践で得た変化
等を会員同士共有、互いに良い方向へ導き合うよう倫理の魅力を
発信します。その為にもセミナーや会員親睦の機会を増やします。

会長 加藤 眞佐夫

専任幹事 小関 利一

副会長 高石 一夫

事務長 那須 孝

副会長 目黒 憲夫

南陽市倫理法人会
自然豊かな環境を大切に、会員自ら自然を愛し人を愛し、豊かな
人材育成に務め地域の皆様との親睦を図るようMSの充実を目指
します。3割以上MS参加に向け会員企業訪問を始めています。

会長 高橋 良一

事務長 冨樫 学

副会長 飯塚 一博 専任幹事 青木 勲

庄内中央倫理法人会
100社を拡充目標とし、各委員会の活動を活発化します。（経
営者の集い年4回、普及拡大月間年4回など）セミナーの案内や
フィードバックで、内容を魅力的に伝えMSの活性化に繋げます。

会長 冨樫 幸吉

専任幹事 國分 浩実 事務長 豊嶋 糸子

副会長 渡会 巌 副会長 小野木 重弥

新庄最上倫理法人会

北村山倫理法人会

山形市倫理法人会
天童市倫理法人会
寒河江市倫理法人会
山形市蔵王倫理法人会

上山市倫理法人会

酒田市倫理法人会

庄内中央倫理法人会
鶴岡市倫理法人会

長井市倫理法人会

米沢市倫理法人会

山形市中央倫理法人会

庄内最上
ブロック

村山
ブロック

置賜
ブロック

南陽市倫理法人会
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【 

第
一
部　
役
員
辞
令
交
付
式 

】

　
9
月
13
日（
金
）に
辞
令
交
付
式
が

ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ア
ネ
ッ
ク
ス
で

厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
の
役
員
を

引
き
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所 

井
上
茂
勝
参
与
か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に

25
年
度
県
会
長
の
鈴
木
隆
一
氏
、
法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
参
事
に
は
中
村
恒
一

氏
、そ
し
て
県
役
員
、14
単
会
、倫
理
経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、法
人
レ
ク
チ
ャ

ラ
ー
と
こ
の
日
の
出
席
者
は
約
2
0
0
名
で
し
た
。

　

県
旗
伝
承
式
で
は
、
鈴
木
隆
一
25
年
度
県
会
長
か
ら
五
十
嵐
慶
三
26
年
度
県

会
長
へ
認
可
証
が
、
晋
道
純
一
25
年
度
幹
事
長
か
ら
原
行
雄
26
年
度
幹
事
長
へ

県
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
十
嵐
会
長
は
挨
拶
の
中
で「
ま
だ
お
会
い
し
た
こ
と
の
な
い
会
員
さ
ん
も
い

ま
す
。
会
員
一
人
一
人

の
名
前
と
職
業
を
覚
え
、

皆
さ
ん
が
そ
ろ
っ
て

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て
く
れ
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

こ
う
」と
拡
充
に
つ
い
て

語
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度 

役
員
辞
令
交
付
式
、
役
員
勉
強
会

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

①③ ②

⑦⑨ ⑧

④⑥ ⑤
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平成26年度山形県倫理法人会辞令交付の
様子 ①五十嵐会長　②県役員　③山形市
倫理法人会　④米沢市倫理法人会 ⑤天童
市倫理法人会　⑥寒河江市倫理法人会　⑦
山形市蔵王倫理法人会　⑧酒田市倫理法人
会 ⑨鶴岡市倫理法人会　⑩上山市倫理法
人会　⑪長井市倫理法人会　⑫南陽市倫理
法人会　⑬新庄最上倫理法人会　⑭山形市
中央倫理法人会　⑮庄内中央倫理法人会　
⑯北村山倫理法人会　⑰役員勉強会

 

26
年
度
山
形
県
倫
理
法
人
会
の
活
動
方
針

　
己
が
主
体
と
な
り
、明
る
い
心
で
接
し
、全
て
を
明
る
く
、和
や
か
で
、

ゆ
る
ぎ
な
い
家
庭
を
築
き
、夫
婦
合
一
、事
業
繁
栄
、全
て
を
成
就
さ
せ
、

朗
ら
か
な
世
の
中
を
創
造
し
ま
す
。

　
そ
し
て
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
や
る
も
・
や
ら
ぬ
も
、
全
て
は
、
己
が
主
役
！
」

【 

第
二
部　
役
員
勉
強
会 
】

　

津
隈
亮
二
北
海
道
東
北
方
面
長
に
よ
る
、
役
員
勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

赤
か
ら
黄
色
の
表
紙
に
な
っ
た
新
し
い
役
員
必
携
で
し
っ
か
り
と
学
び
ま
し
た
。

本
会
は
、
実
行
に
よ
っ
て
直
ち
に
正
し
さ
が
証
明
で

き
る
純
粋
倫
理
を
基
底
に
、
経
営
者
の
自
己
革
新
を

は
か
り
、
心
の
経
営
を
め
ざ
す
人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
拡
げ
、
共
尊
共
生
の
精
神
に
則
っ
た
健
全
な
繁

栄
を
実
現
し
、
地
域
社
会
の
発
展
と
美
し
い
世
界
づ

く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
倫
理
法
人
会
規
程
　
目
的
　
第
3
条
）　

【 

第
三
部　
懇
親
会 

】

　

素
直
に
役
を
拝
命
し
、
澄
ん
だ
心
で
学
び
、
そ
の

後
は
心
に
た
っ
ぷ
り
と
栄
養
を
与
え
ま
す
。
そ
れ
が

懇
親
会
。
出
会
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
は
何
よ
り

も
力
の
源
…
で
あ
る
か
の
よ
う
に
皆
さ
ま
の
お
顔
は

晴
れ
や
か
で
し
た
。
お
酒
と
美
味
し
い
食
事
で
大
変

盛
り
上
が
り
、
翌
日
に
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
が
あ

る
北
村
山
と
山
形
市
蔵
王
の
2
単
会
は
気
を
引
き
締

め
て
帰
路
に
つ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

懇親会の様子

⑩⑫ ⑪

⑮

⑰ ⑯

⑬⑭
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歴
史
学
の
英
知
は「
右
手
の
法
則
、

左
手
の
原
理
」と「
未
発
の
発
芽
」

　
「
右
手
の
法
則
、
左
手
の
原
理
」と
は
、「
見

え
る
右
手
に
真
実
は
な
く
、
隠
れ
て
い
る
左

手
に
こ
そ
真
実
が
あ
る
。
前
に
答
え
が
な
く

て
も
慌
て
る
な
。
答
え
は
間
違
い
な
く
後
ろ

に
あ
る
。
冷
静
に
バ
ラ
ン
ス
を
持
っ
て
対
処

し
ろ
。」と
い
う
こ
と
。
我
々
は
真
実
の
半
分

程
度
し
か
物
事
を
見
て
い
な
い
。
活
用
で
き

る
デ
ー
タ
が
半
分
し
か
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

常
に
1
0
0
の
決
断
を
迫
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

残
り
の
半
分
を
、
歴
史
学
の
世
界
に
こ
そ
求

め
る
べ
き
で
す
。
似
た
よ
う
な
人
物
、
同
じ

よ
う
な
事
件
は
分
野
を
超
え
て
必
ず
過
去
に

あ
る
は
ず
。
こ
れ
を
現
代
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
で
き
れ
ば
、
残
り
半
分
を
埋
め
る
こ
と
は

決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
未

発
の
発
芽
」を
今
の
言
葉
に
置
き
換
え
る
と

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」。
い
か
に
社
会
的
に

功
績
を
あ
げ
た
と
し
て
も
、生
涯
生
ま
れ
育
っ

た
と
い
う
根
の
部
分
は
変
え
よ
う
が
な
く
、

他
人
は
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
部
分
に
つ
い

て
理
解
で
き
ま
せ
ん
。「
言
わ
な
く
て
も
わ
か

る
だ
ろ
う
」で
は
な
く
、
語
り
合
わ
な
け
れ

　
第
9
回
会
員
大
会
が
、
10
月
22
日
に
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
平
成
25
年
度
功
労
者
表
彰
、
事
業
経
過

報
告
、
決
算
報
告
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画
、

予
算
報
告
、
委
員
長
及
び
単
会
会
長
の
活
動

方
針
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
行

わ
れ
た
記
念
講
演
で
は
、
歴
史
家
で
あ
り
作

家
の
加
来
耕
三
さ
ん
が「
歴
史
に
学
ぶ
魅
力

あ
る
リ
ー
ダ
ー
と
は
」と
題
し
、
講
演
。
歴

史
上
の
人
物
を
切
り
口
に
、
歴
史
の
活
用
術

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
後

は
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
長
井
の「
高
橋
兄
弟
」

に
よ
る
津
軽
三
味
線
演
奏
で
活
気
あ
る
宴
席

と
な
り
ま
し
た
。

10
月
22
日（
火
）開
催

第
9
回
会
員
大
会

記
念
講
演
　
講
師
：
加
来
耕
三 

氏

「
歴
史
に
学
ぶ
魅
力
あ
る
リ
ー
ダ
ー
と
は
」

  

平
成
25
年
度 

M
S
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
表
彰

一
冊
：
池
田
修
一
・
秦 

由
紀
夫
・
田
中
正
之
・

布
施
富
將
・
土
屋
和
浩
・
今
田
早
百
合
・

鈴
木
富
士
雄

二
冊
以
上
：
小
松
幸
弘
・
中
村
勝
義
・

髙
橋
進
一　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

  

平
成
25
年
度 

普
及
拡
大
達
成
表
彰

7
月・

8
月
達
成
：
山
形
市
蔵
王
倫
理
法
人
会

8
月
達
成
：
山
形
市
倫
理
法
人
会

　
　
　
　
　

米
沢
市
倫
理
法
人
会

　
　
　
　
　

上
山
市
倫
理
法
人
会

特  

別  

賞
：
天
童
市
倫
理
法
人
会

加来耕三（かくこうぞう）
歴史家・作家。大阪市生まれ。「歴
史研究」編集委員。内外情勢調
査会、地方行財政調査会などの
講師を務めるほか、テレビ番組
などで監修・構成・出演している。
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ば
理
解
し
合
え
な
い
の
で
す
。
全
て
の
答
え

は
過
去
に
あ
る
…
こ
れ
が
歴
史
学
の
基
本
的

な
考
え
方
。
未
来
の
根
源
は
過
去
に
あ
り
、

過
去
と
現
在
を
つ
な
ぐ
線
上
に
し
か
存
在
し

ま
せ
ん
。昨
日
、一
週
間
前
…
と
、
記
憶
の
彼

方
に
必
ず
ヒ
ン
ト
や
答
え
が
あ
る
は
ず
。

戦
術
と
戦
略

　

情
報
収
集
能
力
、
決
断
力
、
実
行
力
を

歴
史
家
の
中
で
は
戦
術
と
言
い
ま
す
。「
好

き
な
歴
史
上
の
人
物
」と
し
て
常
に
ト
ッ
プ

に
あ
げ
ら
れ
る
織
田
信
長
を
例
に
と
れ
ば
、

今
川
義
元
と
戦
っ
た
桶
狭
間
の
戦
い
の
時

3
0
0
0
人
の
部
下
を
擁
し
な
が
ら
も
裏
切

ら
れ
る
こ
と
な
く
、’情
報
収
集
能
力
‘を
生

か
し
つ
つ
兵
を
進
め
ま
し
た
。
こ
の
間
合
い

を
’戦
略
‘と
言
い
、
戦
略
は
戦
術
を
包
容
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
そ
の
逆
は
成
立
し

ま
せ
ん
。
こ
の
当
た
り
前
の
考
え
方
を
我
々

日
本
人
は
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
今
で
も

理
解
で
き
ず
、「
売
れ
そ
う
だ
、
儲
か
り
そ

う
だ
」と
。
こ
れ
で
は
戦
術
論
に
走
っ
て
戦

略
論
で
包
囲
さ
れ
て
一
巻
の
終
わ
り
。
日
本

人
が
戦
略
を
知
ら
ず
戦
術
だ
け
で
生
き
て
こ

ら
れ
た
の
は
、
こ
の
国
に
資
源
が
な
か
っ
た

か
ら
。
資
源
が
な
い
民
族
は
頭
に
頼
る
の
で

す
。
し
か
し
元
々
、
農
耕
民
族
の
我
々
は
田

植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
は
理
解
で
き
て
も
長

い
周
期
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
の
結
果
何
事
で
も
戦
術
で
割
り
切
る
と
い

う
考
え
方
が
育
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

歴
史
学
に「
一
発
逆
転
」は
な
い

　
大
き
い
も
の
は
圧
倒
的
に
強
い
、
小
さ
い

も
の
は
み
じ
め
な
く
ら
い
弱
い
…
こ
れ
が
歴

史
学
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
き
残
る
と
い
う
こ

と
を
第
一
に
考
え
、
必
死
な
思
い
で
可
能
性

を
積
み
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

ず
が
そ
う
し
た
作
業
を
せ
ず
、「
一
発
逆
転
」

と
い
う
魔
法
の
呪
文
を
覚
え
て
し
ま
っ
た
日

本
人
。
戦
略
も
な
く「
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で

行
け
れ
ば
い
い
」と
い
う
、
い
い
加
減
な
誠

実
論
で
は
な
く
、
勝
て
な
い
な
ら
勝
て
る
工

夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
し
か

し
、
い
つ
の
時
代
も
日
本
人
は
そ
の
こ
と
を

考
え
な
い
。
一
発
逆
転
の
夢
の
中
に
い
る
の

で
す
。
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
を
考
え
な
い

の
で
い
つ
も
負
け
て
し
ま
う
。
再
生
す
る
の

が
先
か
、
潰
れ
る
の
が
先
か
と
い
う
危
う
い

時
代
に
い
る
こ
と
を
日
本
人
は
的
確
に
自
覚

し
て
い
る
は
ず
で
す
が
。

立
ち
止
ま
っ
て
モ
ノ
を
考
え
る
と

い
う
こ
と

　
変
革
の
時
代
が
本
格
化
し
て
き
て
、
新
し

い
商
戦
、
戦
略
、
戦
術
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
企
業
の
構
成
要
員
が
能

力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

も
う
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
忙
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
る
訓
練
を
し
な
い
と
、
大
波
に
一
気

に
流
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
起
こ
り
得
る
時

代
で
す
。

活
用
で
き
る
歴
史
の
世
界
へ

　
歴
史
を
仕
事
や
日
常
生
活
に
活
用
し
て
い

く
た
め
に
は
、『
’奇
跡
・
偶
然
‘と
い
う
気

持
ち
を
捨
て
て
』い
た
だ
き
た
い
。
な
る
も

の
は
な
り
、
な
ら
な
い
も
の
は
な
ら
な
い
…

全
て
を
必
然
の
中
で
捉
え
る
の
が
歴
史
学
で

す
。
も
う
一
つ
は
、『
歴
史
を
疑
っ
て
か
か
る
』

と
い
う
こ
と
。
感
動
し
た
作
品
が
左
右
の
バ

ラ
ン
ス
に
崩
れ
は
な
か
っ
た
か
、
裏
付
け
に

た
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
分
析

し
て
み
る
の
で
す
。
歴
史
は
答
え
を
求
め
る

学
問
で
は
な
く
、
プ
ロ
セ
ス
を
幾
重
に
も
考

え
、
ど
う
反
射
的
に
動
く
か
と
い
う
こ
と
を

勉
強
す
る
学
問
で
す
か
ら
、
結
果
論
に
凝
り

固
ま
り
、
何
と
な
く
理
解
し
て
い
る
状
態
か

ら
抜
け
な
い
限
り
は
歴
史
を
活
用
す
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
三
つ
目

は『
数
字
を
重
視
す
る
も
の
の
考
え
方
を
徹

底
す
べ
き
』。
期
待
値
で
は
な
く
、
客
観
的

に
数
字
を
み
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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県
倫
友
の
み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。
9

月
か
ら
米
沢
市
倫
理
法
人
会
会
長
を

拝
命
致
し
ま
し
た
、石
井
輝
雄
と
申
し
ま
す
。

1
年
間
微
力
な
が
ら
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
米
沢
市
倫
理
法
人
会
は
、
県
内
二
番
目

の
法
人
会
と
し
て
平
成
12
年
5
月
19
日
に
設

立
し
、
早
や
14
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

間
、
歴
代
会
長
の
下
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

は
も
と
よ
り
、
多
彩
に
行
事
を
こ
な
し
多
く

の
会
員
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
、
楽
し
く
実

り
の
あ
る
法
人
会
の
事
業
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。
今
年
の
8
月
31
日
現
在
で
1
3
0
社

の
企
業
会
員
の
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
、
米

沢
市
倫
理
法
人
会
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
素
晴
し
い
法
人
会
の
七
代
目

会
長
と
し
て
、倫
理
研
究
所
の
趣
旨
に
則
り
、

県
倫
理
法
人
会
の
活
動
計
画
書
を
基
に
、
倫

理
の
基
本
、「
明
朗
」
ほ
が
ら
か　
「
愛
和
」

な
か
よ
く　
「
喜
動
」よ
ろ
こ
ん
で
は
た
ら
く

プ
ラ
ス
「
純
情
」
す
な
お　

を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
会
員
皆
様
の
た
め
に
運
営
を
し
て
参

り
ま
す
の
で
ご
支
援
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
、
上
山
市
倫
理
法
人
会
四
代
目

会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
て
、
前
向

き
な
責
務
と
遣
り
甲
斐
の
あ
る
職
務
と
向
き

あ
っ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。
私
が
会
長
を
お

引
き
受
け
し
た
の
は
、
当
会
を
通
じ
て
少
し

で
も
上
山
市
に
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
一

心
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

先
ず
元
気
発
信
が
で
き
て
、
魅
力
あ
る
上
山

市
倫
理
法
人
会
を
一
日
も
早
く
創
る
こ
と
で

す
。ま
た
、倫
理
法
人
会
も
企
業
経
営
も
リ
ー

ダ
ー
の
信
念
と
情
熱
が
あ
れ
ば
結
果
は
つ
い

て
く
る
も
の
で
す
。
私
は
現
在
、
全
会
員
の

所
在
地
と
顔
と
名
前
が
一
致
で
き
る
よ
う
会

員
企
業
訪
問
に
奔
走
し
て
お
り
ま
す
。
善
因

善
果
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、
今
や
れ
る
良
い

行
な
い
を
コ
ツ
コ
ツ
や
り
続
け
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
明
年
三
月
か
ら
は
三
〇
社

以
上
出
席
の
活
力
Ｍ
Ｓ
を
実
施
す
る
こ
と
が

短
期
目
標
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
存
在
感
の
あ

る
上
山
市
倫
理
法
人
会
に
変
貌
し
、
発
信
力

も
増
し
知
名
度
も
高
く
な
っ
て
い
く
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
上
山
市
倫
理
法
人
会

が
上
山
市
に
無
く
て
は
な
ら
ぬ
教
育
団
体
に

な
る
こ
と
が
究
極
の
目
的
で
す
。

こ
の
度
、
南
陽
市
倫
理
法
人
会
の
第
三

代
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
高
橋
良
一

で
す
。
会
員
の
活
性
化
を
第
一
に
考
え
活
動

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
さ

て
私
の
方
針
と
い
た
し
ま
し
て
次
の
様
な
事

を
掲
げ
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
活
性
化

　
現
在
の
M
S
の
出
席
率
を
倍
増
で
き
れ
ば

お
の
ず
と
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
ひ
い

て
は
そ
れ
が
会
員
拡
大
の
原
動
力
と
な
る
と

思
い
ま
す
。

二
、
役
員
会
の
充
実

　

役
員
の
自
覚
を
向
上
し
て
頂
き
な
が
ら
、

会
の
運
営
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

三
、
近
隣
法
人
会
と
の
交
流
及
び
情
報
交
換

の
拡
大

　
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
情
報
交
換
を
充

実
し
て
い
く
事
に
よ
り
、
よ
り
魅
力
あ
る
講

師
の
選
択
の
充
実
、M
S
の
出
席
率
の
向
上
、

か
つ
進
化
で
き
る
会
に
な
っ
て
い
く
と
考
え

ま
す
。

　
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
御
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

米
沢

上
山

南
陽

会
長

石
井 
輝
雄 

会
長

晋
道 

純
一 

会
長

高
橋 

良
一 

米
沢
市

倫
理
法
人
会

上
山
市

倫
理
法
人
会

南
陽
市

倫
理
法
人
会 

平
成
26
年
度 

単
会
新
会
長
の
ご
紹
介

できたてほやほや。2年目を迎えます。

12



　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

こ
の
度
、
県
内
14
番
目
の

単
会
と
し
て
設
立
い
た
し
ま

し
た
、
北
村
山
倫
理
法
人
会

の
専
任
幹
事
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
、
武
田
博
志
と
申
し

ま
す
。
年
は
い
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
人
生
経
験
が
浅
は

か
で
会
長
始
め
会
員
の
方
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
、
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
専
任
幹
事
と
し
て
、
会
長
の

影
を
踏
ま
な
い
距
離
感
で
ひ
っ
そ
り

と
つ
い
て
行
こ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

　

さ
て
北
村
山
は
、
早
坂
会
長
の
大

き
な
懐
の
中
で
ノ
ビ
ノ
ビ
と
や
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
9
月
28

日
の
真
下
慶
治
記
念
美
術
館
で
の
講

話
を
私
に
や
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

も
、早
坂
会
長

の
格
段
の
配

慮
に
よ
り
実

現
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
ま
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
40
名
を
超
え
る

方
々
が
来
て
い
た
だ
き
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
移
動
例
会
と
い
う
事

も
あ
り
、
前
日
の
準
備
か
ら
当
日
の

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、講
演
後
の
お
に
ぎ
り
、

お
み
そ
汁
や
真
下
さ
ん
の
煮
卵
サ
ラ
ダ

な
ど
の
振
る
舞
い
に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン

の
よ
う
で
し
た
。
重
ね
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
早
坂
会
長
の

下
、
”目
指
せ「
明
朗
」
日
本
一
“を
掲

げ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
う
こ
そ
。

　
 

北
村
山
倫
理
法
人
会

北
村
山
倫
理
法
人
会　

会
長　

早
坂 

幸
起

できたてほやほや。2年目を迎えます。

真
っ
青
な
行
動
旗
の
下
で

北
村
山
倫
理
法
人
会　

専
任
幹
事　

武
田 

博
志

MSのお出迎えは、握手で！
自然と笑顔がこぼれます。

幹部研修会後の
懇親会。山形牛
に舌鼓。

真下記念美術館でMS。
凛とした空気にいつもより
背筋が伸びます。

10月からは会場が
たびやかた嵐湯か
らクアハウス碁点
に変わりました。

昨
年
度
は
1
月
の
北
村
山
倫
理
法
人
会
設

立
実
行
委
員
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、

6
月
に
準
倫
理
法
人
会
と
し
て
開
設
、
そ
し
て

8
月
に
倫
理
法
人
会
の
設
立
と
い
う
慌
た
だ
し

さ
の
中
、
あ
っ
と
い
う
間
に
新
年
度
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
3
市
１
町
総
人
口
約
10
万
の
こ
の
北
村
山
地

域
の
中
で
、
今
一
番
注
目
さ
れ
て
い
る
団
体
が

北
村
山
倫
理
法
人
会
で
す
、
我
々
の
活
動
の
一

挙
手
一
投
足
が
地
域

の
人
々
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
と
い
う
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
快
感

に
変
え
な
が
ら
、こ

の
地
域
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
団
体
と
な

る
た
め
の
礎
を
築
く

時
が
今
で
す
。
こ
の

地
域
に
は
ま
だ
ま
だ

倫
理
法
人
会
を
知
ら
な
い
企
業
や
必
要
と
し
て

い
る
企
業
や
人
々
が
大
勢
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
設
立
の
初
心
忘
れ
る
こ
と
無
く

「
な
れ
あ
い
で
は
な
い
優
し
さ
、
責
め
心
の
な

い
厳
し
さ
」
を
合
言
葉
に
、
明
る
く
楽
し
く
倫

理
を
実
践
。”目
指
せ「
明
朗
」日
本
一
“を
真
っ

青
な
行
動
旗
に
誓
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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山形市中央倫理法人会

山形市倫理法人会

天童市倫理法人会

寒河江市倫理法人会
毎週木曜日 6:30 〜
会場：山形国際ホテル
MSは年中無休で開催。
若い方や女性の参加者も
多く、明るく楽しく活気
ある会です。しかも、終
了後の朝食はバイキング
食べ放題です。

毎週火曜日 6:30 〜
会場：ホテルメトロポリタン山形
5:45より役員朝礼、6:30
よりMS、終了後ホテル
内にあります会席料理最
上亭での気品あふれる朝
食。早起きに経営のヒン
トあり。皆様のご参加お
待ちしております。

毎週水曜日 6:00 〜
会場：松柏亭 あづま荘
食は人格を創る！何を食
べているか、そして誰と
食べるか。新年度から新
たな場所へと会場を移
し、おいしく楽しく朝食を
戴いております。朝から
笑いの絶えない天童市倫
理法人会で、一緒に朝食
を共にいたしませんか？

毎週金曜日 6:00 〜
会場：ホテルシンフォニー
寒河江駅より徒歩3分、
｢ホテルシンフォニー」
に てam5時 半 よ り 役 員
朝礼、6時より経営者モー
ニングセミナーを開催し
ています。おもてなしの
心で会員の方々をお迎え
しお見送りをしています。

村山
ブロック

村山
ブロック

村山
ブロック

村山
ブロック

新庄最上倫理法人会
毎週火曜日 6:30 〜
会場：ニューグランドホテル新庄
設立以来、元旦以外は休
会なし。今月で220回に
なりました。毎月講師の
選定には苦労しながらも
皆さんの協力で開催して
おります。セミナー修了
後は、ホテル1階のレストランで朝食
バイキングを和気あいあいに頂いて
おります。

村山
ブロック

北村山倫理法人会
毎週土曜日 6:30 〜
会場：クアハウス碁点
北村山では早坂会長の
下、どの単会よりも明朗
な単会を目指し、120社
に向かって活動しており
ま す。 前 回 のMSで は、
会場を変え趣向を凝らし
行いました。皆様のご参
加お待ちしております。

村山
ブロック

Morning
 Seminar

おはようございます

朝食会は、10月末現在のものです。
変更になる場合がありますので、
ホームページ・事務局へご確認ください。

「
天あ

め
つ
ち地

の
恵
み
と
、

多
く
の
人
々
の
働
き
に
感
謝
し
て
、

生い
の
ち命

の
も
と
を
つ
つ
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
」 山形市蔵王倫理法人会

毎週土曜日 6:30 〜
会場：山形グランドホテル
会場は開放的で朝日がさ
んさんとふりそそぎ、四
季の山形市内の景色を眺
望することができます。
会場に足を踏み入れただ
けで爽やか
な気分にな
ります。

村山
ブロック
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置賜
ブロック上山市倫理法人会

毎週金曜日 6:30 〜
会場：かみのやま温泉 月岡ホテル
MSも食事会場もアット
ホームな雰囲気です。ワ
ンコイン500円で充実し
たバイキング形式です。
参加の際はぜひ朝食まで
楽しんでみて
下さい。

米沢市倫理法人会
毎週木曜日 6:30 〜
会場：東京第一ホテル米沢
新会長、新役員になり気
持ち新たにやる気十分で
す！また、新年度になり
参加人数も増えて、活気
が出てきています。特に
女性会員の参加者が増え
ていて、明るく和やかな
雰囲気でモーニングセミ
ナーを行っています。

置賜
ブロック

長井市倫理法人会
毎週水曜日 6:30 〜
会場：タスパークホテル
長井市は役員の出席が良
く、又若手の参加も増え
ております。若手の参加
者の定着を図れる様な運
営を企画しております。
今後共、元気の出るMS
を実施してまいりたい。

置賜
ブロック

南陽市倫理法人会
毎週火曜日 6:30 〜
会場：熊野大社 證誠殿
久しぶりの女性講師との
朝食に会員も笑顔に…い
つも男だけ…（いつもの
豪華な朝食に更に）

置賜
ブロック

酒田市倫理法人会
毎週水曜日 6:00 〜
会場：さかたセントラルホテル
年度初は約50名の出席
の中、各委員長が抱負を
6分スピーチし「会長の
寒いダジャレはあるが、
酒田のヤジはあったか
い」を実感する和気あい
あいの楽しいMSで幕開
けしました。

庄内
最上
ブロック

鶴岡市倫理法人会
毎週木曜日 6:00 〜
会場：鶴岡中央工業団地管理センター
平均年齢50代前半のフ
レッシュな鶴岡市倫理法
人会のモーニングセミ
ナーは意気軒高、集う会
員の気持ちのよい挨拶か
ら始まります。その熱気
が講師にも伝わり、共に
学び成長する場になって
います。

庄内
最上
ブロック

県内の単会モーニングセミナーを回って
スタンプを集めよう！

▲他単会訪問
モーニングセミナー
スタンプラリー

（赤）

▲他単会
モーニングセミナー
全単会制覇
スタンプラリー

（青）

「
天あ

め
つ
ち地

の
恵
み
と
、

多
く
の
人
々
の
働
き
に
感
謝
し
て
、

生い
の
ち命

の
も
と
を
つ
つ
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
」

他単会はどこも

ウェルカム精神に溢れています。

会場の雰囲気、朝食スタイルなど、

個性豊かな単会を回って

交流を広げてみませんか？ 

庄内中央倫理法人会
毎週金曜日 6:00 〜
会場：庄内中央倫理法人会事務局
設立2年目になり、皆様
の御指導のもと、少しず
つ慣れてきたような気が
します、充実したMSにな
るよう、みんなで前進し
て行きたいです。冨樫会
長の人柄同様誠実な庄内
中央MSにおいで下さい。

庄内
最上
ブロック
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倫理ビギナーの

素朴な疑問
にお応えします。

倫
理
法
人
会
に
入
会
し
た
け
れ
ど
、
あ
ま
り
活
動
に
参
加
で
き
ず
、

倫
理
実
践
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
会
員
の
方
に
向
け
て
、

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
素
朴
な
疑
問
に
優
し
く
お
応
え
し
ま
す
♪

倫
理
法
人
会
で
は「
挨
拶
が
大
事
」と

教
わ
り
ま
す
が
、
意
義
と
基
本
の
形
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q.

A.
挨
拶
の
意
義
は
、
人
を
尊
敬
し
、
人
を
愛
す
る
心
。

こ
の
真
心
の
発
動
が
「
あ
い
さ
つ
」で
す
。

そ
れ
に
は
自
分
の
方
か
ら
先
に
、

相
手
の
顔
を
見
な
が
ら
明
る
い
表
情
で
行
う
こ
と
で
す
。

先手で

明るく

美しく

●
明
る
い
表
情

●
明
る
い
声

●
正
し
い
姿
勢

首
筋
と
背
筋
が
一
直
線

●
正
し
い
動
作

角
度
・
会　

釈
15
度

　
　

・
敬　

礼
30
度

　
　

・
最
敬
礼
45
度

視
線
・
会　

釈
7
m

　
　

・
敬　

礼
2
〜
3
m

　
　

・
最
敬
礼
1
m

気をつけの姿勢
から、1秒くらいで
さっと下げる。

下げた後、1秒間
しっかり
静止する。

2秒ぐらいで
ゆっくり戻す。

女性は手を
自然に前で
合わせる

30°

基
本
の
4
動
作

おはよう
ございます

いらっしゃい
ませ
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 氏

山
形
県
倫
理
法
人
会
の
ラ
ジ
オ
番
組

「
心
の
お
や
つ
」

　
　
　
　
　
が
始
ま
り
ま
し
た
！

毎
月
第
2
火
曜
日

「
Y
B
C
ラ
ジ
オ

ゲ
ツ
キ
ン
ラ
ジ
オ

ぱ
ん
ぱ
か
ぱ
ー
ん
」の

中
で
15
：
40
頃
か
ら

放
送
さ
れ
ま
す
。

（
5
〜
8
分
）

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
塚
本
順
子
さ
ん
。

10
月
8
日
の
第
一
回
放
送
で
は

五
十
嵐
慶
三
会
長
が

ゲ
ス
ト
出
演
し
、
明

る
く
軽
妙
に
純
粋
倫

理
の
事
を
お
話
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

次
回
は
、

11
月
12
日（
火
）

是
非
お
聞
き
の
が
し

な
く
♪

あなたの力で活性化を！
FACEBOOKに 登 録 さ れ て い る 方 は、 是 非
山形県倫理法人会グループにもご登録しま
せんか？各単会や委員会からの旬な情報が
確認できます。まだまだ情報は少ないので、
FACEBOOK特派員として単会の活動をどんど
ん載せてくださる方を、お待ちしております！

山形県倫理法人会
広報委員長 菅野美奈子

県広報委員長のお役をいただいて初
めての「広報 最上川」を無事発行する
ことができ、喜びでいっぱいです。執
筆や校正等ご協力くださいました皆
様、単会広報委員、事務局の皆様本当
にありがとうございました。前号の土
屋副幹事長の編集後記でぐっとハード
ルが上がった誌面作りでしたが、お酒
の席で「歴史に残る広報委員会を」と
口走った五十嵐広報副委員長に支え
られ、読んでいただく方々の笑顔を心
に思い描きながら楽しく会報を作るこ
とができました。なおご意見等ござい
ましたら遠慮なくお聞かせください。
最後に

「実践は  未来も変える  酒然り」？

山形県倫理法人会グループ

霞城
公園

山
形
駅

東
北
中
央
道

YTS第二中
山形中央
I.C.

第十小

至上山
方面

至酒田
方面

山形徳洲会
病院

山形県
合同事務局

Information広報委員会から　お知らせ

広
報

volum
e3

5
編集
後記

〈基本の形〉

● 平成26年度 副会長挨拶 p.2-3 
● 平成26年度 幹事長挨拶 p.4 
● 鈴木前会長からのエール p.4 
● 平成26年度 県役員紹介 p.5 
● 単会四役のご紹介 p.6-7 
● 単会新会長のご紹介 p.12 
● 北村山倫理法人会紹介 p.13 
● 単会 MS のご紹介 p.14-15 
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